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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
スチレン系単量体－メタクリル酸共重合体および以下の拡散剤を含む透明樹脂組成物から
なる光拡散板。
拡散剤：平均粒子径が０．６μｍ～１．５μｍ、粒子径の標準偏差が０．０１μｍ～０．
５μｍ、前記スチレン系単量体－メタクリル酸共重合体との屈折率差の絶対値｜Δｎ｜が
０．０５以上である拡散剤
【請求項２】
前記拡散剤が、スチレン系樹脂粒子、アクリル系樹脂粒子またはシリコーン粒子である請
求項１に記載の光拡散板。
【請求項３】
スチレン系単量体－メタクリル酸共重合体１００質量部あたりの前記拡散剤の使用量が０
．３質量部～３質量部である請求項１～請求項２のいずれかに記載の光拡散板。
【請求項４】
請求項１～請求項３のいずれかに記載の光拡散板の片面または両面に、透明樹脂および紫
外線吸収剤を含有する紫外線吸収層が積層されてなることを特徴とする多層光拡散板。
【請求項５】
前記紫外線吸収層を構成する樹脂組成物に含有される透明樹脂がメタクリル酸メチル系樹
脂またはスチレン系樹脂である請求項４に記載の多層光拡散板。
【請求項６】
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スチレン系単量体－メタクリル酸共重合体に、以下の拡散剤を含有させることを特徴とす
る、前記スチレン系単量体－メタクリル酸共重合体の全光線透過率の低減方法。
拡散剤：平均粒子径が０．６μｍ～１．５μｍ、粒子径の標準偏差が０．０１μｍ～０．
５μｍ、前記スチレン系単量体－メタクリル酸共重合体との屈折率差の絶対値｜Δｎ｜が
０．０５以上である拡散剤
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、光拡散板に関する。
【背景技術】
【０００２】
カラー液晶表示装置は、図１に示すように、液晶セル(1)、その両面に配置された偏光シ
ート(2)およびカラー表示を行うために液晶セルを透過する透過光を着色するカラーフィ
ルター(3)などから構成される画像表示部(4)と、この画像表示部(4)を背面側から照明す
る光源(5)とを備えた画像表示装置であり、例えば液晶テレビなどとして広く用いられて
いる。光源(5)と画像表示部(4)との間の光路上には、冷陰極線管(5)からの光により画像
表示部(4)を均一に照明するための光拡散板(6)などが組み込まれる〔特許文献１：特開２
００１－３０５３３５号公報〕。
【０００３】
光拡散板(6)としては、例えばポリスチレンなどのような透明樹脂と、拡散剤とを含む樹
脂組成物からなるものが広く用いられており、少ない拡散剤の使用量で、透過する光を十
分に拡散しうるものが求められている。
【０００４】
【特許文献１】特開２００１－３０５３３５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
そこで本発明者らは、少ない拡散剤の使用量であっても、高い光拡散性を示す光拡散板を
開発するべく鋭意検討した結果、本発明に至った。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
すなわち本発明は、スチレン系単量体－メタクリル酸共重合体および以下の拡散剤を含む
透明樹脂組成物からなる光拡散板を提供するものである。
【０００７】
拡散剤：平均粒子径が０．６μｍ～１．５μｍ、粒子径の標準偏差が０．０１μｍ～０．
５μｍ、前記スチレン系単量体－メタクリル酸共重合体との屈折率差の絶対値｜Δｎ｜が
０．０５以上である拡散剤
【発明の効果】
【０００８】
本発明の光拡散板は、拡散剤の使用量が少なくても、高い光拡散性を示すので、拡散剤の
使用量を削減することができ、またより薄い光拡散板とすることもできる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
以下、本発明を詳細に説明する。
本発明で使用するスチレン系単量体－メタクリル酸共重合体とは、スチレン系単量体とメ
タクリル酸とを共重合させることにより得られる共重合体である。スチレン系単量体－メ
タクリル酸共重合体におけるスチレン系単量体単位の含有量は、耐熱性の点で通常８０モ
ル％～９５モル％、好ましくは８８モル％～９３モル％であり、メタクリル酸単位の含有
量は、通常２０モル％～５モル％、好ましくは１２モル％～７モル％である。
【００１０】
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スチレン系単量体としては、スチレンが挙げられる。またスチレンの他、置換スチレン類
を用いることもできる。該置換スチレン類としては、例えばクロロスチレン、ブロモスチ
レンのようなハロゲン化スチレン類、ビニルトルエン、α－メチルスチレンのようなアル
キルスチレン類などが挙げられる。スチレン系単量体は、それぞれ単独で用いられてもよ
いし、２種以上を組み合わせて用いてもよい。
【００１１】
スチレン系単量体－メタクリル酸共重合体は、スチレン系単量体およびメタクリル酸以外
の他の単量体単位を含んでいてもよい。他の単量体としては、例えばメタクリル酸メチル
、メタクリル酸エチル、メタクリル酸ブチル、メタクリル酸シクロヘキシル、メタクリル
酸オクタデシル、メタクリル酸フェニル、メタクリル酸ベンジル、メタクリル酸オクタデ
シル、メタクリル酸２－エチルヘキシル、メタクリル酸２－ヒドロキシエチル、メタクリ
ル酸アダマンチル、メタクリル酸トリシクロデシル、メタクリル酸フェンチル、メタクリ
ル酸ノルボルニル、メタクリル酸ノルボルニルメチルなどのようなメタクリル酸エステル
類、アクリル酸メチル、アクリル酸エチル、アクリル酸ブチル、アクリル酸シクロヘキシ
ル、アクリル酸フェニル、アクリル酸ベンジル、アクリル酸２－エチルヘキシル、アクリ
ル酸２－ヒドロキシエチル、アクリル酸トリシクロデシル、などのようなアクリル酸エス
テル類、アクリル酸のような不飽和酸類、アクリロニトリル、メタクリロニトリル、無水
マレイン酸、フェニルマレイミド、シクロヘキシルマレイミド、無水グルタル酸、グルタ
ルイミドなどが挙げられ、これら他の単量体は、それぞれ単独で、または２種以上を組み
合わせて用いられる。
【００１２】
スチレン系単量体－メタクリル酸共重合体は通常、透明な樹脂である。このようなスチレ
ン系単量体－メタクリル酸共重合体として市販されているものを用いることもできる。市
販のスチレン系単量体－メタクリル酸メチル共重合体としては、例えば東洋スチレン製「
トーヨースチロールＴ０８０」、大日本インキ化学工業製「リューレックスＡ１４」、ポ
リスチレンジャパン製「Ｇ９００１」などが挙げられる。
【００１３】
本発明で使用する拡散剤とは、スチレン系単量体－メタクリル酸共重合体中に分散される
ことにより、本発明の光拡散板を透過する光を拡散することのできるものであり、その平
均粒子径は０．６μｍ～１．５μｍであり、好ましくは０．６５μｍ～１．２μｍである
。０．６μｍ以上、１．５μｍ以下であれば拡散剤の添加量を抑制できる。また粒子径の
標準偏差については、好ましくは０．５μｍ以下であり、より好ましくは０．２μｍ以下
であれば本願発明の目的に合致する。拡散剤の粒子径の標準偏差は理想的には０μｍであ
るが、通常はコストの点で０．０１μｍ以上である。また、拡散剤の添加量については透
明樹脂と拡散剤との屈折率差の絶対値｜Δｎ｜、および必要とされる全光線透過率により
任意に選択できるが、通常、透明樹脂１００質量部に対して、０．３質量部～３質量部で
ある。本発明で記載した平均粒子径および粒子径の標準偏差は、５０００倍または１００
００倍で撮影した拡散剤のＳＥＭ像をから、拡散剤の半径を３点円半径法により４０個の
粒子をランダムに測定し、拡散剤の直径すなわち、粒子径を算出する。得られた拡散剤の
粒子径の平均値および標準偏差を表したものである。
【００１４】
本発明で使用する拡散剤の材質は特に限定されないが、スチレン系単量体－メタクリル酸
共重合体との屈折率差を確保できる範囲で無機系微粒子、有機系微粒子などの任意の粒子
を選択することができる。スチレン系単量体－メタクリル酸共重合体との屈折率差の絶対
値｜Δｎ｜が｜Δｎ｜≧０．０５が好ましく、更に好ましくは｜Δｎ｜≧０．１０である
。屈折率差が０．０５以上であれば拡散剤の添加量を抑制でき、本願発明の目的に合致す
る。
【００１５】
無機系微粒子としては、例えば炭酸カルシウム粒子、硫酸バリウム粒子、酸化チタン粒子
、水酸化アルミニウム粒子、シリカ粒子、硝子粒子、タルク粒子、マイカ粒子、ホワイト
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カーボン粒子、酸化マグネシウム粒子、酸化亜鉛粒子などが挙げられ、脂肪酸などの表面
処理剤によりで表面処理されていてもよい。
【００１６】
有機系微粒子としては、例えばスチレン系樹脂粒子、アクリル系樹脂粒子、シリコーン粒
子などが挙げられる。スチレン系樹脂粒子は、架橋スチレン系樹脂粒子であってもよいし
、高分子量スチレン系樹脂粒子であってもよい。アクリル系樹脂粒子は、架橋アクリル系
樹脂粒子であってもよいし、高分子量アクリル系樹脂粒子であってもよい。架橋スチレン
系樹脂粒子、架橋アクリル系樹脂粒子などの架橋樹脂粒子は、アセトン中に溶解させたと
きのゲル分率が１０％以上である樹脂粒子である。高分子量スチレン系樹脂粒子、高分子
量アクリル系樹脂粒子などの高分子量樹脂粒子は、高い分子量、例えば重量平均分子量（
Ｍｗ）で５０万～５００万を示す樹脂の粒子である。
【００１７】
スチレン系樹脂粒子としては、例えば
（１）スチレン系単量体を重合して得られる高分子
量の樹脂粒子、またはスチレン系単量体単位を５０質量％以上含み、ラジカル重合可能な
二重結合を分子内に１個有する単量体を重合して得られる高分子量の樹脂粒子、
【００１８】
（２）スチレン系単量体とラジカル重合可能な二重結合を分子内に少なくとも２個有する
単量体を重合して得られる架橋樹脂粒子、またはスチレン系単量体単位を５０質量％以上
含み、ラジカル重合可能な二重結合を分子内に１個有する単量体とラジカル重合可能な二
重結合を分子内に少なくとも２個有する単量体を重合して得られる架橋樹脂粒子などが挙
げられる。
【００１９】
スチレン系単量体としては、例えばスチレンおよびその誘導体が挙げられる。スチレン誘
導体としては、クロロスチレン、ブロムスチレンのようなハロゲン化スチレン、ビニルト
ルエン、α－メチルスチレンのようなアルキル置換スチレンが挙げられるが、これらに限
定されるものではない。これらスチレン系単量体はそれぞれ単独で、または２種以上を組
み合わせて用いられる。
【００２０】
ラジカル重合可能な二重結合を分子内に１個有する単量体とは、前記のスチレン系単量体
成分以外であれば特に制限はないが、例えばメタクリル酸メチル、メタクリル酸エチル、
メタクリル酸ブチル、メタクリル酸シクロヘキシル、メタクリル酸フェニル、メタクリル
酸ベンジル、メタクリル酸２－エチルヘキシル、メタクリル酸２－ヒドロキシエチルなど
のメタクリル酸エステル類、アクリル酸メチル、アクリル酸エチル、アクリル酸ブチル、
アクリル酸シクロヘキシル、アクリル酸フェニル、アクリル酸ベンジル、アクリル酸２－
エチルヘキシル、アクリル酸２－ヒドロキシエチルなどのアクリル酸エステル類、アクリ
ロニトリルなどが挙げられる。中でもメタクリル酸メチルなどのアルキルメタアクリレー
ト類が好ましい。これらの単量体はそれぞれ単独で、または２種以上を組み合わせて用い
られる。
【００２１】
ラジカル重合可能な二重結合を分子内に少なくとも２個有する単量体とは、先述の単量体
と共重合可能で共役ジエンを除くものである。具体的には、例えば１，４－ブタンジオー
ルジ（メタ）アクリレート、ネオペンチルグリコールジ（メタ）アクリレートのようなア
ルキルジオールジ（メタ）アクリレート類、エチレングリコールジ（メタ）アクリレート
、ジエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、テトラエチレングリコールジ（メタ）
アクリレート、プロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、テトラプロピレングリコ
ールジ（メタ）アクリレートのようなアルキレングリコールジ（メタ）アクリレート類；
ジビニルベンゼン、ジアリルフタレートのような芳香族多官能化合物、トリメチロールプ
ロパントリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレートの
ような多価アルコールの（メタ）アクリレート類などが挙げられる。これらの単量体はそ
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れぞれ単独で、または２種以上を組み合わせて用いられる。なお、「（メタ）アクリレー
ト」とは、「メタクリレート」および「アクリレート」を示す。
【００２２】
アクリル系樹脂粒子としては、例えば
（１）アクリル系単量体を重合して得られる高分子
量の樹脂粒子、またはアクリル系単量体単位を５０質量％以上含み、ラジカル重合可能な
二重結合を分子内に１個有する単量体を重合して得られる高分子量の樹脂粒子、
【００２３】
（２）アクリル系単量体とラジカル重合可能な二重結合を分子内に少なくとも２個有する
単量体を重合して得られる架橋樹脂粒子、またはアクリル系単量体単位を５０質量％以上
含み、ラジカル重合可能な二重結合を分子内に１個有する単量体とラジカル重合可能な二
重結合を分子内に少なくとも２個有する単量体を重合して得られる架橋樹脂粒子などが挙
げられる。
【００２４】
アクリル系単量体としては、例えばメタクリル酸メチル、メタクリル酸エチル、メタクリ
ル酸ブチル、メタクリル酸シクロヘキシル、メタクリル酸フェニル、メタクリル酸ベンジ
ル、メタクリル酸２－エチルヘキシル、メタクリル酸２－ヒドロキシエチル、アクリル酸
メチル、アクリル酸エチル、アクリル酸ブチル、アクリル酸シクロヘキシル、アクリル酸
フェニル、アクリル酸ベンジル、アクリル酸２－エチルヘキシル、アクリル酸２－ヒドロ
キシエチル、メタクリル酸、アクリル酸などが挙げられる。これらのアクリル系単量体は
、それぞれ単独で、または２種以上を組み合わせて用いられる。
【００２５】
ラジカル重合可能な二重結合を分子内に１個有する単量体としては、前記のアクリル系単
量体以外であれば特に制限はないが、例えばスチレンおよびその誘導体が挙げられる。ス
チレン誘導体としては、例えばクロロスチレン、ブロムスチレンのようなハロゲン化スチ
レン、ビニルトルエン、α－メチルスチレンのようなアルキル置換スチレンなどが挙げら
れる。中でもスチレンが好ましい。かかる単量体は、それぞれ単独で、または２種以上を
組み合わせて用いられる。
【００２６】
ラジカル重合可能な二重結合を分子内に少なくとも２個有する単量体としては、前記の単
量体と共重合可能で共役ジエンを除くものが挙げられ、先に述べた単量体のほか、アクリ
ル酸アリル、メタクリル酸アリルが挙げられる。
【００２７】
アクリル系樹脂粒子として、内層と外層とからなるコアシェル粒子も挙げられる。
内層は、例えば一分子中に炭素－炭素二重結合を２個以上有する多官能単量体０．１質量
％～１０質量％、好ましくは０．２質量％～５重量％を含むアクリル酸ブチルを主成分と
する単官能単量体を重合して得られる共重合体よりなる。
【００２８】
アクリル酸ブチルを主成分とする単官能単量体とは、アクリル酸ブチルを５０重量％以上
含み、これと共重合可能な他の不飽和単量体を含むことのある単量体である。
【００２９】
一分子中に炭素－炭素二重結合を２個以上有する多官能性単量体としては、例えばエチレ
ングリコールジメタクリレート、エチレングリコールジアクリレート、１，３ブチレング
リコールジメタクリレート、トリメチロールプロパントリアクリレート、ペンタエリスリ
トールテトラアクリレート、ジビニルベンゼントリアリルシアヌレート、アリルシンナメ
ート、アリルメタクリレート、アリルアクリレート、ケイヒ酸アリル、アリルソルベート
、ジアリルフタレート、ジアリルマレートなどが挙げられ、好ましくはアリルメタクリレ
ート、アリルアクリレートなどである。
【００３０】
外層は、メタクリル酸メチルを主成分とする単官能単量体を重合して得られる重合体より
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なる。外層は、単一層でもよいし、場合によっては、二層以上の複層であってもよい。
【００３１】
メタクリル酸メチルを主成分とする単官能単量体とは、メタクリル酸メチルを５０質量％
以上含み、これと共重合可能な他のエチレン系不飽和単量体を含むことがある単量体であ
る。
【００３２】
コアシェル粒子における内層と外層の質量比は通常１：９～９：１である。
【００３３】
スチレン系樹脂粒子、アクリル系樹脂粒子は、単量体を懸濁重合法、ミクロ懸濁重合法、
乳化重合法、分散重合法などの通常の重合方法により重合して製造できる。コアシェル粒
子は、例えば乳化重合による逐次二段階重合法によって容易に製造することができる。す
なわち、乳化重合により、先ず核となる内層を重合して形成し、続いて、この内層存在下
に外層を重合により形成すればよい。
【００３４】
本発明で使用する拡散剤の形状については特に限定されないが、球状粒子が好ましい。
【００３５】
本発明の光拡散板の厚みは特に限定されないが、通常５ｍｍ以下であり、通常は強度の点
で０．８ｍｍ以上である。
【００３６】
本発明の光拡散板は、アルキルスルホン酸ナトリウム、アルキル硫酸ナトリウム、ステア
リン酸モノグリセライド、ポリエーテルエステルアミドなどの帯電防止剤、ヒンダードフ
ェノールなどの酸化防止剤、燐酸エステルなどの難燃剤、パルミチン酸、ステアリルアル
コールなどの滑剤、ヒンダードアミンなどの光安定剤、ヒンダードフェノールなどの酸化
防止剤、各種染料、蛍光増白剤、加工安定剤、ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤、ベン
ゾフェノン系紫外線吸収剤、シアノアクリレート系紫外線吸収剤、マロン酸エステル系紫
外線吸収剤、蓚酸アニリド系紫外線吸収剤、酢酸エステル紫外線吸収剤、トリアジン系紫
外線吸収剤、サリシレート系紫外線吸収剤、ベンゾエート系紫外線吸収剤などの紫外線吸
収剤などの添加剤を含有させてもよい。これらの添加剤はそれぞれ単独で、または２種以
上を組み合わせて用いられる。
【００３７】
本発明の光拡散板は、例えばリボンブレンダー、ヘンシェルミキサー、バンバリーミキサ
ー、ドラムタンブラー、単軸スクリュー押出機、２軸スクリユー押出機、多軸スクリュー
押出機などを用いてスチレン系単量体－メタクリル酸共重合体および拡散剤を溶融混練し
、得られた溶融混練物をダイから押し出して成形する押出成形法により製造することがで
きる。添加剤を含有する場合、添加剤は通常、スチレン系単量体－メタクリル酸共重合体
および拡散剤と同時に溶融混練される。また、溶融混連により得られた溶融混練物を型内
に射出して成形する射出成形法により本発明の光拡散板を製造することもできる。
【００３８】
本発明の光拡散板は、その片面または両面に、透明樹脂および紫外線吸収剤を含有する紫
外線吸収層を積層して、多層光拡散板として使用してもよい。このような多層光拡散板と
することにより、紫外線による劣化を防止することができる。紫外線吸収剤としては、ベ
ンゾトリアゾール系紫外線吸収剤、ベンゾフェノン系紫外線吸収剤、シアノアクリレート
系紫外線吸収剤、マロン酸エステル系紫外線吸収剤、蓚酸アニリド系紫外線吸収剤、酢酸
エステル紫外線吸収剤、トリアジン系紫外線吸収剤、サリシレート系紫外線吸収剤、ベン
ゾエート系紫外線吸収剤などが挙げれられる。
【００３９】
紫外線吸収層を構成する透明樹脂としては、例えばメタクリル酸メチル系樹脂、スチレン
系樹脂などが挙げられる。
【００４０】
メタクリル酸メチル系樹脂とは、単量体単位としてメタクリル酸メチルを５０質量％以上
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含むものであり、実質的にメタクリル酸メチル単独の重合体であってもよいし、メタクリ
ル酸メチル５０質量％以上とこれと共重合可能な他の単量体５０質量％以下とを共重合し
て得られる共重合体であってもよい。
【００４１】
メタクリル酸メチルと共重合可能な他の単量体としては、例えば例えばメタクリル酸エチ
ル、メタクリル酸ブチル、メタクリル酸シクロヘキシル、メタクリル酸オクタデシル、メ
タクリル酸フェニル、メタクリル酸ベンジル、メタクリル酸オクタデシル、メタクリル酸
２－エチルヘキシル、メタクリル酸２－ヒドロキシエチル、メタクリル酸アダマンチル、
メタクリル酸トリシクロデシル、メタクリル酸フェンチル、メタクリル酸ノルボルニル、
メタクリル酸ノルボルニルメチルなどのようなメタクリル酸エステル類、アクリル酸メチ
ル、アクリル酸エチル、アクリル酸ブチル、アクリル酸シクロヘキシル、アクリル酸フェ
ニル、アクリル酸ベンジル、アクリル酸２－エチルヘキシル、アクリル酸２－ヒドロキシ
エチル、アクリル酸トリシクロデシルなどのようなアクリル酸エステル類、メタクリル酸
、アクリル酸のような不飽和酸類、アクリロニトリル、メタクリロニトリル、無水マレイ
ン酸、フェニルマレイミド、シクロヘキシルマレイミド、無水グルタル酸、グルタルイミ
ド、スチレン系単量体などが挙げられ、必要に応じてそれらの２種以上が含まれていても
よい。スチレン系単量体としては、スチレンの他、上記の置換スチレン類を用いることも
できる。またメタクリル酸メチル系樹脂には、無水グルタル酸単位やグルタルイミド単位
が含まれていてもよい。
【００４２】
スチレン系樹脂とは、スチレン系単量体単位の含有量が５０質量％～１００質量％である
樹脂である。スチレン系単量体としては、スチレンの他、置換スチレン類を用いることも
できる。該置換スチレン類としては、例えばクロロスチレン、ブロモスチレンのようなハ
ロゲン化スチレン類、ビニルトルエン、α－メチルスチレンのようなアルキルスチレン類
などが挙げられる。スチレン系単量体は、それぞれ単独で用いられてもよいし、２種以上
を組み合わせて用いてもよい。
【００４３】
またスチレン系樹脂に単量体単位として含まれうるスチレン以外の単量体としては、メタ
クリル酸メチルの他、スチレンを除く上記のメタクリル酸メチル系樹脂に含まれうる単量
体と同様のものが挙げられる。
【００４４】
紫外線吸収層を構成するメタクリル酸メチル系樹脂およびスチレン系樹脂は、スチレンと
メタクリル酸メチルとの共重合体であってもよい。スチレンとメタクリル酸メチルとの共
重合体におけるスチレン単位含有量は、例えば５質量％～９５質量％であり、メタクリル
酸メチル単位含有量は、例えば９５質量％～５質量％である。
【００４５】
本発明の光拡散板は、スチレン系単量体－メタクリル酸共重合体に、本発明で規定する上
記拡散剤を有させているので、拡散剤の使用量が少なくても、このスチレン系単量体－メ
タクリル酸共重合体の全光線透過率を低くすることができる。拡散剤により全光線透過率
を低くしたスチレン系単量体－メタクリル酸共重合体は、これを透過する光を十分に拡散
することができるので、本発明の光拡散板は、少ない拡散剤の使用量で、これを透過する
光を十分に拡散することができる。
【実施例】
【００４６】
以下、本発明を実施例によりさらに詳細に説明するが、本発明はこれらの実施例によりな
んら限定されるものではない。なお、部及び％は、特に制限のない限り質量基準である。
【００４７】
〔全光線透過率の測定方法〕
全光線透過率ＴｔはＪＩＳ　Ｋ　７３６１に準拠して、ヘイズ透過率計（村上色彩技術研
究所製ＨＲ－１００）を用いて測定した。
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〔粒子径測定方法〕
試料台に拡散剤を圧着固定してカーボン蒸着し、試料片を作製した。得られた試料片を日
立製作所製　電解放射型走差電子顕微鏡　ＦＥ‐ＳＥＭ　Ｓ－４２００を用い、５０００
倍または１００００倍で拡散剤のＳＥＭ像を観察した。得られた拡散剤のＳＥＭ像から拡
散剤の半径を３点円半径法により測定した。得られた拡散剤の半径から拡散剤の粒子径を
算出した。
〔平均粒子径および粒子径の標準偏差〕
上記の粒子径測定方法にて、４０個の粒子をランダムに測定し、拡散剤の粒子径の平均値
および標準偏差を算出した。
【００４８】
実施例１
スチレン－メタクリル酸共重合体〔東洋スチレン製「トーヨースチロールＴ０８０」、屈
折率１．５９、スチレン単位含有量９０モル％、メタクリル酸単位含有量１０モル％（核
磁気共鳴（ＮＭＲ）法による分析値〕１００質量部に、架橋アクリル系樹脂粒子〔屈折率
１．４８、平均粒子径１．００μｍ、粒子径の標準偏差０．０５μｍ〕１質量部加えドラ
イブレンドして混合物を得た。マルチマニホールドダイを備え付けた４０ｍｍ単軸押出機
〔田辺プラスチックス株式会社製〕を用いて、この混合物を１９０℃～２６０℃にてダイ
から押し出して成形して、厚さ２ｍｍの光拡散板を得た。この光拡散板の全光線透過率Ｔ
ｔは、５８．８％であった。
【００４９】
また、架橋アクリル系樹脂粒子の使用量を１．５質量部および２．５質量部とした以外は
上記と同様に操作して得られた厚み２ｍｍの光拡散板の全光線透過率Ｔｔは、それぞれ５
４．３％および５０．５％であった。
【００５０】
比較例１
実施例１で用いた架橋アクリル系樹脂粒子に代えて、屈折率が１．４９、平均粒子径が２
．４４μｍ、粒子径の標準偏差が０．５２μｍである架橋アクリル系樹脂粒子１質量部を
用いた以外は実施例１と同様に操作して、厚み２ｍｍの光拡散板を得た。この光拡散板の
全光線透過率Ｔｔは７８．０％（１質量部）であった。
【００５１】
また、アクリル樹脂粒子の使用量を１．５質量部および２．５質量部とした以外は上記と
同様に操作して得られた厚み２ｍｍの光拡散板の全光線透過率Ｔｔはそれぞれ６９．１％
（１．５質量部）および６０．１％（２．５質量部）であった。
【００５２】
実施例２
実施例１で用いた架橋アクリル系樹脂粒子に代えて、屈折率が１．４９、平均粒子径が０
．８５μｍ、粒子径の標準偏差が０．０３μｍである架橋アクリル系樹脂粒子１質量部を
用いた以外は実施例１と同様に操作して厚み２ｍｍの光拡散板を得た。この光拡散板の全
光線透過率Ｔｔは５７．８％であった。
【００５３】
実施例３
実施例１で用いたアクリル樹脂粒子に代えて、屈折率１．４９、平均粒子径０．７２μｍ
、粒子径の標準偏差０．０７μｍであるシリコーン粒子１質量部を用いた以外は実施例１
と同様に操作して厚み２ｍｍの光拡散板を得た。この光拡散板の全光線透過率Ｔｔは５１
．１％であった。
【００５４】
また、シリコーン粒子の使用量を１．５質量部および２．５質量部とした以外は上記と同
様に操作して得られた厚み２ｍｍの光拡散板の全光線透過率Ｔｔはそれぞれ４３．４％（
１．５質量部）および３８．９％（２．５質量部）であった。
【００５５】
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実施例４
実施例１で用いた架橋アクリル樹脂粒子に代えて、屈折率１．４９、平均粒子径０．８２
μｍ、粒子径の標準偏差０．０２μｍの架橋アクリル系樹脂粒子１質量部を用いた以外は
実施例１と同様に操作して厚み２ｍｍの光拡散板を得た。この光拡散板の全光線透過率Ｔ
ｔは５７．７％であった。
【００５６】
また、アクリル樹脂粒子の使用量を１．５質量部および２．５質量部とした以外は上記と
同様に操作して得られた厚み２ｍｍの光拡散板の全光線透過率Ｔｔはそれぞれ５４．６％
（１．５質量部）および５１．１％（質量部）であった。
【００５７】
実施例５
実施例１で用いた架橋アクリル樹脂粒子に代えて、屈折率１．４９、平均粒子径０．６４
μｍ、粒子径の標準偏差０．０４μｍの架橋アクリル系樹脂粒子１質量部を用いた以外は
実施例１と同様に操作して厚み２ｍｍの光拡散板を得た。この光拡散板の全光線透過率Ｔ
ｔは５７．２％であった。
【００５８】
また、アクリル樹脂粒子の使用量を１．５質量部および２．５質量部とした以外は上記と
同様に操作して得られた厚み２ｍｍの光拡散板の全光線透過率Ｔｔはそれぞれ５４．３％
（１．５質量部）および５０．４％（２．５質量部）であった。
【００５９】
実施例６
〔光拡散剤マスターバッチＡの製造〕
スチレン－メタクリル酸共重合体樹脂〔東洋スチレン社製「トーヨースチロールＴ０８０
」〕８３．９６質量部、実施例１で用いたと同じ架橋アクリル系樹脂粒子１４．０質量部
、紫外線吸収剤〔住友化学社製「スミソーブ２００」〕１．０質量部および加工安定剤〔
住友化学社製「スミライザー ＧＰ」〕１．０質量部の混合物に、オキサゾール系蛍光増
白剤〔住化カラー社製「ホワイトフローＰＳＮ　ｃｏｎｃ」〕０．０４質量部を加え、ド
ライブレンドしたのち、１９０℃～２５０℃で２軸押出機によりペレット化して、ペレッ
ト状の光拡散剤マスターバッチＡを得た。
【００６０】
〔紫外線吸収剤コンパウンドＡの製造〕
スチレン－メタクリル酸メチル共重合体〔新日鐵化学社製「エスチレンＭＳ２００ＮＴ」
、スチレン単位８０質量％、メタクリル酸メチル単位２０質量％〕９０．５５質量部、架
橋アクリル系樹脂粒子〔屈折率１．４９、平均粒子径３０μｍ〕８．０質量部、加工安定
剤〔住友化学社製「スミライザーＧＰ」〕０．２質量部、紫外線吸収剤〔チバスペシャリ
ティーケミカル社製「TINUVIN 1577」〕１．０質量部および加工安定剤〔日本油脂社製「
モノグリＤ」〕０．２５質量部をドライブレンドした後、２００℃～２５０℃で２軸押出
機によりペレット化して、ペレット状の紫外線吸収剤コンパウンドＡを得た。
【００６１】
〔多層光拡散板の製造〕
スチレン－メタクリル酸共重合体〔東洋スチレン社製「トーヨースチロールＴ０８０」〕
９０質量部および上記で得た光拡散剤マスターバッチＡ１０質量部をドライブレンドした
後、スクリュー径１２０ｍｍの押出機に供給し、２００～２５０℃で溶融混練し、一方、
上記で得た紫外線吸収剤コンパウンドＡを、スクリュー径４５ｍｍの補助押出機に供給し
、押出機温度２１０～２５０℃で溶融混練し、フィードブロックおよびＴダイを経由して
Ｔダイ温度２４５～２５５℃で共押出して、光拡散板〔厚み１．８６ｍｍ〕の両面に紫外
線吸収層〔厚み０．０７ｍｍ〕が積層された３層構成の多層光拡散板を得た。
この多層光拡散板の全光線透過率Ｔｔは、５３．４％であった。
【００６２】
実施例７
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〔多層光拡散板の製造〕
スチレン－メタクリル酸共重合体〔東洋スチレン社製「トーヨースチロールＴ０８０」〕
９７．０質量部および上記で得た光拡散剤マスターバッチＡ３．０質量部をドライブレン
ドした後、スクリュー径１２０ｍｍの押出機に供給し、２００～２５０℃で溶融混練し、
一方、上記で得た紫外線吸収剤コンパウンドＡを、スクリュー径４５ｍｍの補助押出機に
供給し、押出機温度２１０～２５０℃で溶融混練し、フィードブロックおよびＴダイを経
由してＴダイ温度２４５～２５５℃で共押出して、光拡散板〔厚み１．８６ｍｍ〕の両面
に紫外線吸収層〔厚み０．０７ｍｍ〕が積層された３層構成の多層光拡散板を得た。
この多層光拡散板の全光線透過率Ｔｔは、６０．６％であった。
【００６３】
実施例８
〔紫外線吸収剤コンパウンドＢの製造〕
スチレン－メタクリル酸メチル共重合体〔新日鐵化学社製「エスチレンＭＳ２００ＮＴ」
、スチレン単位８０質量％、メタクリル酸メチル単位２０質量％〕９０．５５質量部、架
橋アクリル系樹脂粒子〔屈折率１．４９、平均粒子径３０μｍ〕８．０質量部、加工安定
剤〔住友化学社製「スミライザーＧＰ」〕０．２質量部、紫外線吸収剤〔ＡＤＥＫＡ社製
「ＬＡ３１」〕１．０質量部および加工安定剤〔日本油脂社製「モノグリＤ」〕０．２５
質量部をドライブレンドした後、２００℃～２５０℃で２軸押出機によりペレット化して
、ペレット状の紫外線吸収剤コンパウンドＢを得た。
【００６４】
〔多層光拡散板の製造〕
スチレン－メタクリル酸共重合体〔東洋スチレン社製「トーヨースチロールＴ０８０」〕
９６．８部および上記で得た光拡散剤マスターバッチＡ３．２質量部をドライブレンドし
た後、スクリュー径１２０ｍｍの押出機に供給し、２００～２５０℃で溶融混練し、一方
、上記で得た紫外線吸収剤コンパウンドＢを、スクリュー径４５ｍｍの補助押出機に供給
し、押出機温度２１０～２５０℃で溶融混練し、フィードブロックおよびＴダイを経由し
てＴダイ温度２４５～２５５℃で共押出して、光拡散板〔厚み２．８６ｍｍ〕の両面に紫
外線吸収層〔厚み０．０７ｍｍ〕が積層された３層構成の多層光拡散板を得た。
この多層光拡散板（厚み３ｍｍ）の全光線透過率Ｔｔは、５３．５％であった。
【００６５】
実施例９
〔多層光拡散板の製造〕
スチレン－メタクリル酸共重合体〔東洋スチレン社製「トーヨースチロールＴ０８０」〕
８８．０質量部および上記で得た光拡散剤マスターバッチＡ１２．０質量部をドライブレ
ンドした後、スクリュー径１２０ｍｍの押出機に供給し、２００～２５０℃で溶融混練し
、一方、上記で得た紫外線吸収剤コンパウンドＢを、スクリュー径４５ｍｍの補助押出機
に供給し、押出機温度２１０～２５０℃で溶融混練し、フィードブロックおよびＴダイを
経由してＴダイ温度２４５～２５５℃で共押出して、光拡散板〔厚み１．６１ｍｍ〕の両
面に紫外線吸収層〔厚み０．０７ｍｍ〕が積層された３層構成の多層光拡散板を得た。
この多層光拡散板〔厚み１．７５ｍｍ〕の全光線透過率Ｔｔは５２．４％であった。
【００６６】
実施例１０
〔光拡散剤マスターバッチＢの製造〕
スチレン-メタクリル酸共重合体〔東洋スチレン社製「トーヨースチロールＴ０８０」〕
８３．９５質量部、実施例１で用いたと同じ架橋アクリル系樹脂粒子１４．０質量部、紫
外線吸収剤〔住友化学社製「スミソーブ２００」〕１．０質量部、加工安定剤〔住友化学
社製「スミライザー ＧＰ」〕１．０質量部の混合物に、オキサゾール系蛍光増白剤〔住
化カラー社製「ホワイトフローＰＳＮ　ｃｏｎｃ」〕０．０５質量部を加え、ドライブレ
ンドしたのち、１９０℃～２５０℃で２軸押出機によりペレット化して、ペレット状の光
拡散剤マスターバッチＢを得た。
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【００６７】
〔多層光拡散板の製造〕
スチレン－メタクリル酸共重合体〔東洋スチレン社製「トーヨースチロールＴ０８０」〕
９０質量部および上記で得た光拡散剤マスターバッチＢ１０質量部をドライブレンドした
後、スクリュー径１２０ｍｍの押出機に供給し、２００～２５０℃で溶融混練し、一方、
上記で得た紫外線吸収剤コンパウンドＢを、スクリュー径４５ｍｍの補助押出機に供給し
、押出機温度２１０～２５０℃で溶融混練し、フィードブロックおよびＴダイを経由して
Ｔダイ温度２４５～２５５℃で共押出して、光拡散板〔厚み１．３６ｍｍ〕の両面に紫外
線吸収層〔厚み０．０７ｍｍ〕が積層された３層構成の多層光拡散板を得た。
この多層光拡散板〔厚み１．５ｍｍ〕の全光線透過率Ｔｔは５８．６％であった。
【００６８】
実施例１～実施例５および比較例１の結果を第１表に示す。
【００６９】
　　　　　　　　　　　　　　　第 １ 表　　　　　　　　　　　　　　　
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
　　　　　　　　　　実施例　比較例　実施例　実施例　実施例　実施例　
　　　　　　　　　　　１　　　１　　　２　　　３　　　４　　　５　　
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
平均粒子径(μｍ)　　　1.00　　2.44　　0.85　　0.72　　0.82　　0.64　
標準偏差　(μｍ)　　　0.05　　0.52　　0.03　　0.07　　0.02　　0.04　
Ｔｔ　　　(％)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 (添加量1.0質量部)　58.8　　78.0　　57.8　　51.1　　57.7　　57.2　
　 (添加量1.5質量部)　54.3　　69.1　　 － 　　43.4　　54.6　　54.3　
　 (添加量2.5質量部)　50.5　　60.1　　 － 　　38.9　　51.1　　50.4　
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
【００７０】
実施例６～実施例１０の結果を第２表に示す。
【００７１】
　　　　　　　　　　　　　第 ２ 表　　　　　　　　　　　　　
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
　　　　　　　　　　実施例　実施例　実施例　実施例　実施例　
　　　　　　　　　　　６　　　７　　　８　　　９　　 １０ 　
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
平均粒子径(μｍ)　　　1.00　　1.00　　1.00　　1.00　　1.00　
標準偏差　(μｍ)　　　0.05　　0.05　　0.05　　0.05　　0.05　
厚み　　　(ｍｍ)　　　2.0 　　2.0 　　3.0 　　1.75　　1.5 　
添加量　　(質量部)　　1.42　　0.42　　0.45　　1.68　　1.40　
Ｔｔ　　　(％)　　　　53.4　　60.6　　53.5　　52.4　　58.6　
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
【図面の簡単な説明】
【００７２】
【図１】カラー液晶表示装置の一例を模式的示す断面図である。
【符号の説明】
【００７３】
１：液晶セル
２：偏光シート
３：カラーフィルター
４：画像表示部
５：光源
６：光拡散板
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